
G Series
スクリュー圧縮機用 台数制御盤

MRG-4 MRG-8 MRG-N

　・ マルチローラーは「停電再起動有り」に設定の場合、停電後、1分以内に電源が復旧すると台数制御を再開し、圧縮機に運転指令を出力しますので、
　　圧縮機のメンテ等を行う場合は必ず圧縮機を単独設定とし、ブレーカーをOFF にした後作業を行ってください。

　・ 停電再起動機能を動作させるため、圧縮機とマルチローラーの電源系統は同一にし、停電時に両方とも電源OFF となるようにしてください。
　・ メンテナンスを考慮し、ブレーカーはおのおのに設け配線することをおすすめします。
　・ 誤動作を防止するため、マルチローラーのAC 配線とDC 配線は別のシールド線にて配線し、動力線とは200mm 以上離してください。また、
　   アナログ信号(PID 信号) 及び通信配線はツイストシールドケーブルを使用し、動力線とは200mm 以上離し電線管に入れてください。
　・ 各圧縮機とマルチローラーのアースは確実に地中に接地し、特にV タイプのアースは他のアースとは別に地中に接地してください。
　・ 台数制御盤への配線孔の穿孔は、配線によるノイズ影響を避けるため必ず底面に行ってください。また、穿孔作業時は金屑が台数制御盤
　   内部に飛散しないよう養生をしてください。

　・ マルチローラーでの制御時は圧縮機のPQ ワイドモード、ECO モード、IPC 制御は使用できません。

● システム検討時の注意事項

［圧縮機運転関係について］

［電気関係について］

［対象機について］
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省エネ効果

接続方法　

台数制御運転は複数台圧縮機の単独運転と比べ、大きな省エネ効果を発揮します。
また、台数制御運転に可変速機を組み合せると省エネ効果はさらに大きくなります。

可変速機を含む台数制御運転

固定速機のみの台数制御運転

固定速機のみの複数台単独運転

●HISCREW、DSP、SDSを対象としています。（スクロール圧縮機は接続不可）
●接続方法には接点接続と通信接続があり、通信接続はNEXT series以降
　の圧縮機（SDSを除く）が対象です。
　また、NEXT series、NEXT Ⅱ／Ⅲ seriesを通信接続する際は圧縮機側の
　通信対応の台数制御改造が必要となります。
●SDSやNEXT seriesより前のモデルの圧縮機、補器を運転制御する場合は
　接点接続が必要になりますので、MRG-4またはMRG-8をご使用ください。
●圧縮機（NEXT series以降）のDCBL機は通信接続のみになります。
●圧縮機2台の構成では交互運転機能も選択可能です。
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2台運転 ： 一定運転時間経過毎の交互運転

2～12台運転 ： 需要空気量に合わせたロータリー/ターンバック運転
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複数台圧縮機と単独運転の
省エネ効果比較
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